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連結売上⾼・連結経常利益の推移
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当社の研究開発の取り組み
野菜・イモ 花 き

牧 草 養液栽培



当社の研究開発の取り組み

くにさだ育種農場
群⾺県伊勢崎市

波志江研究所

宮崎育種農場

群⾺県伊勢崎市

宮崎県⼩林市



野菜種⼦事業における海外展開



海外事業の売上推移（野菜種⼦部⾨）
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販売地域

東アジア

東南アジア

南アジア

アフリカ
欧州

南北アメリカ

中近東 オセアニア

①世界各国に販売

➁2025年5⽉期では
欧州における売上⾼が
前期より⼤幅にUP

2025年5⽉期
地域別売上⾼割合



東欧における販路拡⼤

東欧の多くは農業国
⾃家消費・⻄欧などに輸出

キャベツ
・⻘果⽤
・ザワークラウト⽤
・貯蔵⽤

タマネギ
・貯蔵⽤



東欧における販路拡⼤

ザワークラウト…キャベツを発酵液につけて製造する発酵⾷品



東欧における販路拡⼤

ザワークラウト⽤キャベツに求められること

• 中が締まり過ぎず、適度な
隙間があること

• 葉に適度な厚みがあること

• ビタミンを多く含んでいる
こと



東欧における販路拡⼤

貯蔵⽤キャベツ…秋に収穫し、倉庫で春まで貯蔵する



東欧における販路拡⼤

貯蔵⽤キャベツに求められること

• 締まりが良く、⽔分や糖分が少ないこと

• 外葉の緑⾊の層が多いこと



東欧における販路拡⼤

キャベツの販売推進に伴う広報活動・展⽰会を開催



東欧における販路拡⼤

タマネギ品種の東欧への展開
貯蔵時に傷みが出にくい、⽪の厚い品種が求められる傾向



フィリピン・タイ⼦会社との連携強化

現地ネットワークを活⽤した販売・海外向け品種の開発

→販路・販売品種の拡⼤へ

KANEKO SEEDS(THAILAND)CO.,LTD.
（タイ）

PILIPINAS KANEKO SEEDS CORP.
（フィリピン）



海外販売における⽬標

既存品種の
販売強化

新品種の
開発

持続的な販売拡⼤




